
前
回
、
リ
コ
ン
サ
イ
ル
の
シ
ス
テ
ム
化
が
進

ん
で
い
る
企
業
が
少
数
派
で
あ
り
、
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
本
稿

で
は
、
専
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
リ
コ
ン

サ
イ
ル
の
自
動
化
の
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び
自
動
化

に
伴
う
R
O
I
に
つ
い
て
述
べ
る
。

リ
コ
ン
サ
イ
ル
の
自
動
化

従
来
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
の
リ
コ
ン
サ
イ
ル
は
、

O
U
R
側
と
T
H
E
I
R
側
の
デ
ー
タ
を
帳
票

に
出
力
し
、
双
方
を
比
べ
な
が
ら
、
ラ
イ
ン
・

マ
ー
カ
ー
を
用
い
て
消
し
込
ん
で
い
く
作
業
が

中
心
で
あ
っ
た
。
O
U
R
側
、
T
H
E
I
R
側

の
デ
ー
タ
が
ラ
ン
ダ
ム
な
順
番
で
帳
票
出
力
さ

れ
る
と
、
目
検
で
の
消
し
込
み
は
難
し
い
た
め
、

金
額
の
大
き
い
順
に
ソ
ー
ト
し
て
出
力
す
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方

法
で
は
1：

1
の
突
合
は
良
い
が
、
1：

N
や

N：

N
の
ケ
ー
ス
は
困
難
が
伴
っ
た
。
ま
た
、

当
日
突
合
し
な
か
っ
た
入
出
金
予
定
（
実
績
）

は
、
翌
日
に
繰
り
越
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
複

数
の
帳
票
を
大
き
な
机
の
上
で
展
開
し
な
が
ら

の
作
業
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
専
用
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
1：

N
や

N：

N
を
含
め
突
合
を
自
動
で
行
う
こ
と
、
未

突
合
の
デ
ー
タ
の
み
を
対
象
に
作
業
を
行
え
る

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
に
表
示
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
キ

ー
で
ソ
ー
ト
、
検
索
、
抽
出
し
突
合
作
業
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
E

X
C
E
L
の
機
能
を
用
い
て
、
ソ
ー
ト
、
抽
出

す
る
の
と
似
た
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
。

最
後
に
、
デ
ー
タ
取
り
込
み
で
あ
る
が
、
専

用
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
も
こ
の
部
分
は
容
易
で

は
な
い
。
以
下
に
そ
の
要
件
と
専
用
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
対
応
を
説
明
す
る
。

ま
ず
、
O
U
R
側
の
デ
ー
タ
と
し
て
E
R
P

シ
ス
テ
ム
か
ら
の
入
出
金
予
定
（
A
P
／
A
R

お
よ
び
金
融
取
引
か
ら
発
生
す
る
入
出
金
）
を

取
り
込
む
必
要
が
あ
る
。
項
目
と
し
て
は
、
入

出
金
金
額
、
入
出
金
区
分
、
通
貨
、
決
済
日

（
期
日
）、
R
E
F
、
入
出
金
口
座
が
最
低
限
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
支
払
先
／
送
金

人
、
入
出
金
目
的
等
の
情
報
は
、
リ
コ
ン
サ
イ

ル
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
取
得
が
望
ま
し
い
。

優
れ
た
専
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
リ
コ
ン

サ
イ
ル
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
の
補
助
フ
ィ
ー

ル
ド
を
自
由
に
追
加
で
き
る
仕
組
み
が
備
わ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
G
U
I
ベ
ー
ス
で
デ
ー
タ
取

り
込
み
の
定
義
を
自
在
に
設
定
で
き
る
も
の
も

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
開
発
工
数
を
大
幅
に
削
減

で
き
る
。
G
U
I
に
よ
る
定
義
機
能
に
は
、
通

常
、
値
の
簡
単
な
計
算
機
能
、
不
要
な
文
字
列
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こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
O
U
R
側
、

T
H
E
I
R
側
の
デ
ー
タ
取
り
込
み
は
シ
ス
テ

ム
化
の
た
め
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
関
門
に
な

る
。そ

れ
で
は
、
専
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い

た
自
動
化
の
イ
メ
ー
ジ
を
順
次
述
べ
る
。
ま
ず
、

突
合
の
自
動
化
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
突
合
ル
ー

ル
を
あ
ら
か
じ
め
作
成
登
録
し
、
流
す
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
突
合
ル
ー
ル
で
は
、
一
般
的
に
O

U
R
側
と
T
H
E
I
R
側
の
任
意
の
項
目
と
突

合
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
作
成
で
き
る
。
例
え

ば
、
R
E
F
、
金
額
、
通
貨
、
送
信
人
の
全
て
が

一
致
す
れ
ば
マ
ッ
チ
、
金
額
、
通
貨
の
み
の
場
合

は
マ
ッ
チ
候
補
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
ル
ー
ル
は
全
て
の
デ
ー
タ
に
対
し
て
適
用
す

る
こ
と
も
、
特
定
の
デ
ー
タ
に
対
し
て
（
例
え

ば
A
銀
行
分
）
の
み
に
適
用
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
以
上
の
機
能
を
利
用
し
て
、
従
来
の

目
検
で
の
突
合
ノ
ウ
ハ
ウ
を
あ
ら
か
じ
め
突
合

ル
ー
ル
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
個
人
の
ス
キ
ル

へ
の
依
存
か
ら
も
脱
却
で
き
る
。
自
在
に
定
義

で
き
る
突
合
ル
ー
ル
に
よ
り
、
通
常
、
出
金
側

は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
、
入
金
側
も
六
〇
〜
七
〇
％

は
自
動
で
リ
コ
ン
サ
イ
ル
が
完
了
す
る
。

次
に
、
未
突
合
デ
ー
タ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ

る
作
業
で
あ
る
が
、
未
突
合
の
デ
ー
タ
の
み
を

トレジャリー・マネージメント
における預け口座のリコンサイル

［第2回］
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に
つ
れ
頻
度
が
増
え
る
。

以
上
、
専
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
大
幅
な

自
動
化
、
省
力
化
が
可
能
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
の
構
築
部
分
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

R
O
I（
投
資
対
効
果
）

リ
コ
ン
サ
イ
ル
業
務
の
効
率
化
に
お
け
る
定

量
的
な
効
果
は
、
一
般
的
に
、
作
業
時
間
お
よ

び
不
適
切
な
資
金
繰
り
に
よ
る
金
利
負
担
（
赤

算
お
よ
び
余
剰
資
金
の
借
入
）の
削
減
に
な
る
。

一
方
で
、
定
性
的
な
効
果
と
し
て
は
、
不
正
な

支
出
や
誤
送
金
、
誤
入
金
の
早
期
発
見
に
な
る
。

弊
社
の
調
査
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
リ
コ
ン

サ
イ
ル
は
、
一
人
一
日
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
件
程

度
（
O
U
R
／
T
H
E
I
R
合
わ
せ
て
四
〇
〇
〜

六
〇
〇
件
）
が
平
均
値
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
日
一
、〇
〇
〇
件
程
度
の
入
出
金
が
あ
る
企
業

で
は
、
全
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
行
っ
て
い
る
と
す
る

と
五
人
程
度
の
担
当
者
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ

を
専
用
シ
ス
テ
ム
で
自
動
化
す
る
と
、
お
よ
そ

全
体
の
八
〇
％
が
自
動
で
突
合
で
き
る
た
め
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
分
は
一
人
分
の
作
業
に
な
る
。

以
上
を
ベ
ー
ス
に
、
海
外
の
大
手
A
銀
行
で

弊
社
の
リ
コ
ン
サ
イ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

導
入
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
A
行

で
は
、
も
と
も
と
リ
コ
ン
サ
イ
ル
業
務
を
シ
ス

テ
ム
化
し
て
お
り
、
一
日
八
、〇
〇
〇
件
か
ら
ピ

ー
ク
時
一
五
、〇
〇
〇
件
程
度
の
入
出
金
取
引
を

一
七
人
体
制
で
処
理
し
て
い
た
。
旧
シ
ス
テ
ム

で
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
率
が
六
五
％
程
度
で
、
1：

N
お
よ
び
N：

N
の
突
合
が
ほ
と
ん
ど
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
自
動
突
合
で
き
な
か
っ
た

取
引
は
帳
票
上
で
消
し
込
ん
で
い
た
。
通
常
時

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
突
合
の
件
数
が
二
、八
〇
〇
件
程

度
な
の
で
、
多
少
余
裕
が
あ
る
が
、
ピ
ー
ク
時

は
五
、〇
〇
〇
件
以
上
で
、
翌
日
に
作
業
が
持
ち

越
す
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
A
行
で
は
旧
シ
ス

テ
ム
の
更
新
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
弊

社
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
て
シ
ス
テ
ム
を
刷
新
し

た
。
導
入
に
よ
り
1：

N
お
よ
び
N：

N
の
自

動
突
合
、
取
り
込
み
デ
ー
タ
の
よ
り
精
緻
な
ク

リ
ー
ン
・
ア
ッ
プ
、
画
面
上
で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

突
合
を
実
現
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
率
も
八
五
％
強

と
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
一
一
人
体
制
と
な
り
、

六
人
ほ
ど
人
員
の
削
減
を
行
っ
た
の
み
な
ら
ず
、

帳
票
に
よ
る
消
し
込
み
の
た
め
に
日
々
四
〇
〇

〜
八
〇
〇
枚
出
力
し
て
い
た
紙
が
全
て
不
要
と

な
り
（
こ
れ
に
伴
い
、
大
型
の
プ
リ
ン
タ
ー
、

イ
ン
ク
等
も
不
要
化
）、
保
管
ス
ペ
ー
ス
も
不
要

と
な
っ
た
。
人
員
の
み
に
注
目
し
た
単
純
な
R

O
I
を
計
算
す
る
と
、
全
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
業

で
行
う
と
四
〇
人
程
度
が
必
要
と
な
る
の
に
比

べ
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
三
〇
人
程
度
削

減
で
き
て
お
り
、
人
件
費
は
金
額
に
し
て
年
間

二
億
円
程
度
の
削
減
に
な
る
。
本
例
は
銀
行
の

ケ
ー
ス
の
た
め
、
構
築
コ
ス
ト
も
そ
れ
な
り
に

か
か
っ
て
い
る
が
、
十
分
に
効
果
が
上
が
る
投

資
と
判
断
で
き
る
。

の
削
除
機
能
（
例：

ゼ
ロ
、
ス
ペ
ー
ス
や
カ
ン

マ
等
を
取
り
除
く
）、
一
部
文
字
列
の
抽
出
機
能
、

コ
ー
ド
変
換
機
能
等
が
用
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
機
能
に
よ
り
、
例
え
ば
、
余
分
な
ハ
イ
フ
ォ

ン
が
入
っ
て
い
る
R
E
F
を
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

し
た
り
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
に

埋
も
れ
て
い
る
R
E
F
を
抽
出
す
る
こ
と
等
が

可
能
に
な
る
。
取
り
込
み
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
し

て
は
、
通
常
は
一
日
一
回
で
十
分
で
あ
る
。
最

後
に
、
デ
ー
タ
の
取
り
込
み
方
法
で
あ
る
が
、

一
番
理
想
的
な
の
は
当
日
入
出
金
予
定
の
デ
ー

タ
の
み
を
取
り
込
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
困

難
な
場
合
、
次
善
策
と
し
て
、
日
々
発
生
し
た

入
出
金
予
定
を
差
分
で
取
り
込
む
方
法
も
あ
る

が
、
こ
の
場
合
、
取
り
消
し
、
訂
正
が
発
生
し

管
理
が
煩
雑
に
な
る
。

次
に
、
T
H
E
I
R
側
の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、

要
件
と
し
て
は
、
基
本
的
に
O
U
R
側
と
同
じ

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
銀
行
の
F
B
、
S

W
I
F
T
で
は
R
E
F
や
支
払
先
、
送
金
人
等

必
要
な
デ
ー
タ
が
な
い
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。

S
W
I
F
T
か
ら
の
異
動
明
細
の
取
り
込
み
は

標
準
機
能
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
前
記
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
不
備

を
補
足
す
る
た
め
、
O
U
R
側
以
上
に
G
U
I

ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
取
り
込
み
定
義
機
能
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
取
り
込
み
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関

し
て
は
、
O
U
R
側
と
異
な
り
、
一
日
複
数
回

が
一
般
的
で
、
カ
ッ
ト
オ
フ
の
時
間
に
近
づ
く


